
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

リーマン・ショックで痛い思いをしたので、この講座を是非受講したいという受講

生もおられた。日本では２０００年のチョット前にバブル崩壊があり、そして若干経

済が持ち直しつつあった時に、リーマン・ショックが発生した。後追いで見ると、ど

ちらの泡（バブル）も弾ける構造は類似している。 

アメリカ発のリーマン・ショックが世界経済から見れば、とてつもなく大きい。グ

リーンスパン～イエレン議長、ブッシュ～オバマ大統領などの対応を、講座で聞くた

びに、過去が蘇ってきました。 

ＩＴ技術により商品が産み出され、「安全ですよ・成長しますよ」という理論武装

された言葉に、「商品の泡度（？）、泡の大きさなど」オブラートに包まれてしまっ

ている。結果的に制御不能になっている面があるように思えた。 

再発防止の施策などは法整備されているようであるが、「金利そのものが未来に対

する約束なので、その約束が大きくなればなるほど、誰かがリスクを背負うというこ

と」を忘れさせる何かがバブル。姿を変えながら、やはり繰り返すような気がします。 

今日の受講生４３名 

 

 以下は、講義風景です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国際社会学 現代アメリカらしさの諸相 ＰａｒｔⅡ 

第二回 平成２６年１１月８日（土）10：00～12：00 

リーマン・ショックからの回復 

破壊と新生 

講師：東京外国語大学 大学院准教授 蒲生 慶一 氏 

 



＜司会・挨拶風景＞              ＜受講風景＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜講義風景＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

講義の表紙 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以下は、講座のレジメです 

パワーポイントを私なりにグループ化しました。不整合があった場合御免なさい。 

 

 

 



■１９９０年代から２０００年代、リーマン・ショック前後の経済指標などのレジメ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■住宅バブルと景気拡大のレジメ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

↑・1990 年代、日本バブル崩壊により経済成長率が落ちる。 

・そしてアメリカのＩＴバブルと言われるのは、労働生産性上昇率の情報技術の寄与率などで知れる。 

・グレート・モデレーション：経済成長の変動幅縮小とインフレ率の安定基調（１９８４Ｑ２～２０

０５Ｑ２） 

・グリーンスパンの金融政策：ＩＴ崩壊で金利を下げ、その後変調を感じ、金利上げに（２００４年

後半）・・・これは日本のバブル崩壊を参考にしたという。 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

■このころのグルーバル・インバランスの変化のレジメ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

↑・住宅バブルの２大理由 

 ＩＴバブルの崩壊⇒ＦＲＢの低金利政策 

高齢化の進展・移民の流入 

※！予想外の金がアメリカに入ってきた！ 

 ・住宅価格の推移グラフからグリーンスパンの金利政策との関連性を知る 

 
↑・グローバル・インバランス 

  ２０００年代からその特徴が顕著になる 

 ・この構造図には、過去の金融危機の反省のもと、対応として考慮された経緯も、

うかがえるという。 



■住宅ローンの商品化のレジメ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■銀行と証券のレジメ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

↑ ・住宅ローンを証券化してＳＰＶに売買する 

⇒銀行は長期ものを保有するリスクを抱えず運用できることになった。 

・一方で 

ＳＰＶの二階建て的な再証券化が発生している 

これは、銀行でなく証券の世界 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■世界金融危機と対応のレジメ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

↑ ・銀行、証券とも収益重視のオペレーションから、泡生成をする。 

  ・泡の崩壊とともに 

   アメリカの大手証券会社は破綻した。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

↑ ・世界金融危機の構造図 

  ・及び 危機を反映している米国の指標 

   

  ・ブッシュ政権の対応 

  ・金利政策（ゼロ金利政策） 

  ・更に、非伝統的金融政策 

 

  ・そして、再発防止の金融制度改革 

  ・オバマ政権の米国復興政策 

 



■米国の限界と経済システムの転換（模索）のレジメ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上です。 

 

↑ ・米国の双子の赤字 

  ・失業率だけでなく、平均失業期間の長期化 

  ・常に長期予測よりも実績がわるいことから、長期停滞論 

  ・米国における経済システムの転換 

    新自由主義（レーガン政権のころから）⇒ケインズ主義的に 

    「小さな政府」⇒「大きな政府」へ 

    経済格差の拡大 

など 


